
 

「おおぞら」は、グループホームの運営・就労支援の活動を軸に、主に知的障害・発達障害のあ

る方々の地域生活を支援する活動を行っています。 

“障害のある方が、地域の人々とともにふつうに暮らすこと”、それが私たちの願いです。 

障害者の社会参加を広げる 

 

 

賛助会員・ご寄附にご協力をお願いします 

活動にご賛同いただける方のご入会・ご継続お願いいたします。 

 2022年寅年が始まりました。本年もよろしくお願いいたします。 

 比較的感染症への懸念が少なかった年末年始、皆様いかがお過ごしでしたでしょうか。平常に近いお

正月を迎えられましたでしょうか。グループホーム・きりの木の皆さんもそれぞれのお正月をそれぞれに

楽しみ２０２２年の活動を開始いたしました。 

 昨年は感染症の発生があり、日頃の安全対策・事業継続計画の重要性を感じました。利用者さんか

らは今後の活動の在り方を考えさせられました。今年は法人としての体質強化を図りつつ利用者さん達

が望む限り地域で生活していける基盤をつくる１年にしたいと考えております。皆様にはより一層のご支

援をお願いいたします。 

 笑顔のあふれる一年になりますよう、お祈り申し上げます。 
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 コロナ、地震、噴火と感染症の脅威にさらされながら頻発する災害。ここ数年は大型台風の影響も少

なからず受けました。首都直下地震で想定されるマグニチュード７程度の地震が 30年以内に発生する

確率は 70％程度（2020年 1月時点）との予測も発表され、災害はますます身近なものとなりつつありま

す。  

 東日本大震災では死者の６割が高齢者であり、障害者の死亡率は被災地全体の住民の死亡率の２

倍と報告されています。災害が起きたとき、私たちの地域に何があれば、日常的に支援を必要とする人

たちを守ことができるのでしょうか？災害時の備えについてのポイントを整理したいと思います。 

 以前、ある障害者のご家族からこんな相談を受けました。 

「もし息子がひとりで家にいるときに大地震が起きたらと思うと

心配で・・・。福祉センターまでひとりで行くように話し、行き方を

教えてます。市はどんな対策を考えているんでしょうか・・・？」 

「3日間は地域で助け合うこと」 

 牛久市の避難所運営マニュアルに、こう書かれていました。

「過去の災害事例から、発災直後には住民自治による迅速な

取り組みが重要。市職員の被災、行政機能の低下や人命救助

等の応急措置の実施などにより、３日間は地域に入ることが困

難」とあります。あくまで避難所運営について言及している内容

ですが、被災が広範囲に及んだ場合には行政機能がマヒする

ことも想定して、「最低でも３日間は自分たちで何とかする！」と

いう気構えで備えておく必要があるなと思いました。 

  冒頭の相談に対しては、「一番大切なのは、普段のご近所と

の関係づくりです」とお答えしました。 

  災害場面では、迅速に判断し、避難行動を取ることが最も重

要です。避難経路が分かっても、その道が安全に通れるとは限

りません。あるいは自分自身がケガして、家族を助けられなくな

る可能性もあるわけです。 

 東日本大震災では、もし誰かひとり駆けつけていれば助かっ

た命があったと報告されています。ご近所の方が「あの家には

自分で避難できない人がいる」と知っていれ

ば、「大丈夫ですか？」と気にかけてもらうこと

もできるはずです。地域の人たちと日常的な

つながりを持つこと、これがいつ起こるともし

れない災害への、最大の備えになるのではな

いでしょうか。(な） 

もしも明日、災害が起こったら・・・  

ハザードマップ 

 災害発生時のリスクを示す「ハザードマップ」というものが

あります。牛久市は比較的災害リスクが低い地域になって

います。ですが震度５強が観測された東日本大震災の時

は、直接的な被害は少なかったものの、ライフラインの停

止やガソリン不足、食材購入の不安や苦労がありました。 

  例えば「茨城県南部地震」発生時の牛久市の予測最大

震度は“６強”とされています。自宅や事業所は大丈夫だと

しても、通所先や職場、そこまでの移

動ルートは安全でしょうか？“もしも”

を考え、関連地域のハ

ザードマップを確認して

みることも大切です。 

 福祉避難所・在宅避難 

  一般の避難所で過ごすことが難しい高齢

者や障害者のために開設される「福祉避難

所」があります。牛久市の防災計画では市内

の公共機関４ヵ所と特別養護老人ホーム２ヵ

所が福祉避難所として指定され、他に協定

を結んでいる宿泊施設の利用も想定されています。 

 最近では避難所不足を補うために飲食店や商業施設、お

寺などを避難所に指定する動きもあり、自治体の防災意識

と創意工夫が災害対策を左右してきます。 

 コロナ禍では避難所での感染対策が課題と

なっています。自宅が被災するリスクが低い場

合、あらかじめ食料や携帯トイレを自宅に備え

た「在宅避難」も検討され始めています。 

耐震化 

 福祉事業所の災害対策をどうしたらいいのだろう？と考え、

長年被災地支援に取り組んでいる方に相談をしました。 

 「いつ襲ってくるかも知れない地震の対応としては耐震補強

を急いでおく。特に自分ですばやく逃げることができない人の

場合、耐震補強をしていれば安心感が湧いてきます」とアドバ

イスをもらいました。自治体によって対応は異な

りますが、無料相談や耐震診断、補強設計、耐

震改修の補助金が利用できる場合もあります。

災害時の基本は先ず身を守るこ

と。転倒防止器具

での家具の固定も

有効です。 

個別避難計画 

  昨年度に災害対策基本法が一部改正され、

避難行動要支援者に対する『個別避難計画』

の策定が市町村の努力義務となりました。 

 ひとり暮らしの高齢者や障害者等“自ら避難

することが困難で避難に支援が必要な人”が、

安全で迅速な避難行動を取るために、避難方法や場所、誰が

支援をするか等を書いた計画書です。緊急連

絡先の他、家族等と連絡がつかないときの対

応を決めておくことも重要です。 

  避難を支援する人材不足等の課題もあり、

まだ作成が進んでいない市町村が大半です

が、いつどこで起こるか分からない災害時の

対応を共有するために有効な手段です。 

障害者の地域

生活を支える  

～災害編～ 

つながりこそが最大の防災 “向こう三軒両隣とのお付き合い” 



 

 利用者さんに、何したい？と聞くと１番もしくは２

番に上がってくるのが“カラオケ”。このコロナ禍で

比較的リスクのあるものとされている“カラオケ”。

みんなでワイワイしたいよねーと思うけれど、ここ

は心を鬼にしてダメと言うしかありません。大なり

小なりフラストレーションはあるようで、今年はな

んとか、自分たちの設備を利用してカラオケ大会で

も開催できればなと考えております。 

マスクの着用や手指の消毒など

感染防止対策も概ねできていま

すので、終息までもうひと踏ん張

り、頑張っていきたいですね。 

ここでグループホーム管理者 市川より今年の抱負

をどうぞ・・・ 

市川 

「昨年のグループホームでは、ご高齢になら

れてきたご両親からお子様の今後の事について心

配しているというお話を伺いました。今年に限った

ことではありませんが、常に、安心・信頼してお任せ

いただけるグループホーム運営を心掛けていきた

いと思います。更に質の高い支援を行っていくた

めに、新たな支援ツールを導入しスタッフ間の情

報・支援方法などの共有を行っていきます。 

 

また個人的には周囲の皆さんのご協力があって初

めて業務が回せているということを痛感した1年で

もありました。周囲の意見をよく聞いて、独り善が

りにならず、お願いすべきところはお願いしなが

ら、より良い支援を目指していきます。」 

  

きりの木農園の利用者さんは、

今年も牛久市久野町の畑で収穫

したさつまいもを使用した、おさ

つチップスを製造販売していま

す。お客様からは「このおさつ

チップスを食べると、

他のが食べられなくな

る～！」と苦情？が出

るほど大好評です！ま

もなく、さつまいもが無

くなります。同封のチラシをご覧いただき、ご注文

はお早めに！ 

さらに、きりの木農園 WEB サイト

を開設しました。このホームページ

では、みんなで必死に除草して作っ

た野菜を使用した手作りお菓子

を購入することができます。更に

竹循環プロジェクト紹介ページも

あります。どうぞ一度ご訪問くだ

さい。 

 

ここで、きりの木の管理者であります細田より、今

年のきりの木の抱負をどうぞ・・・ 

細田 

「今年は昨年の反省を生かし、活動して

いきたいと思っています。  

畑では除草の遅れにより収穫ができず加工品の材

料にまわせず商品を欠品にしてしまいました。安定

した全体の作業を生み出すためにもベースとなる

部分を失敗しないようにしたいと思います。またコ

ロナの影響もあり、利用者さんにいろいろと我慢を

させてしまった一年でもあったので今年は状況を

見てリフレッシュできるイベントを利用者さんと企

画したいと思っています。今年も一年頑張っていき

ますので、温かく見守っていただきたく思います。 

きりの木利用者・スタッフ一同、本年もよろしくお

願いします。 」 

写真はおさつチップス

3袋入 ８６０円です。 

 きりの木農園 WEBサイト→ 

SWEET 

クリスマスはきりの木で焼いたスポンジに 

ホームそれぞれでデコレーションをしました♡。 

写真はこすもの利用者さん作！ 

店頭受け取り可能な方

は、きりの木農園 

公式 LINEアカウントから

もご注文いただけます。 

お待ちしておりまーす 

写真は２０１６年のカラオケ大会の模様 



おおぞらではスタッフを募集しています。 

 

SNS 発信をしています 

※それぞれ以下の検索ワードで覗いてみてください 

Twitter → 認定 NPO 法人おおぞら/就労支援事業所きり

の木/きりの木農園 ＠ npoohzora 

Facebook →特定非営利活動法人おおぞら 

Instagram → npoohzora / 特定非営利活動法人おおぞ

ら 

日々のできごとをゆる～く更新中！よろしければフォ

ローをお願いします    

特定非営利活動法人おおぞら理事長 小澤 純也 編集 おおぞら事務局 

住所：〒 300-1237 茨城県牛久市田宮 3丁目 1-18 電話:029-873-8883 ファクシミリ:029-886-5161 

ホームページ: https://npoohzora.org   E-mail: mail@npoohzora.org 

税制上の優遇処置について  

 「おおぞら」にご寄付いただいた場合、寄付金控除等の優遇処置を受けることができます（寄付金の受領書が

必要です）。賛助会員費および寄付としてご入金いただいたものが優遇税制の対象となります。 

今後の寄付金の用途 

◆重度・高齢障害者対応グループホームの新設を企画中です（バリアフリー、平屋構造、スプリンクラー設

備・・・） 

◆就労支援事業拠点移設を企画中（野菜加工場、菓子類製造場を併設） 

②ゆうちょ銀行の払込取扱票でのご寄付 

おおぞらで用意しておりますゆうちょ銀行の払込取扱票

をご利用いただくと、記入箇所が少なく便利です（払込

手数料はおおぞら負担です）。事務局へご連絡いただけ

ればお送りいたします。 

※郵貯 ATM での小銭取り扱いおよび現金での振り込

みに（法人で用意している振込用紙を使用しても）手数

料がかかるようになりました。カー

ド・通帳からお振込みください。 

①オンライン上で寄付ができるようにな

りました 

クレジットカードでの決済と銀行口座へのご入金案

内が利用できます。寄付の際に必要な情報が入力で

きますので、事務処理の軽減につながります。オンラ

インでのご寄付にご協力ください。下の URL か右

の QR コードを読み込んで、専用寄付サイトからお

願いします。 

 
 https://congrant.com/
project/ohzora/2595 

きりの木（就労継続支援 B 型・移行） 

・パートタイム（生活支援・職業指導） 

・週２・３回程度（９：００～１６:００昼休憩１時間） 

・時給 900 円～ 

・昇給あり 
作業支援・生活支援を行う仕事で す。 

障害福祉の経験は問いません。 

すばる（グループホームオリーブ） 

・パートタイム（世話人・夜間支援員） 

・週１回程度（１６：００～翌日９：００休憩３時間、仮眠可） 

・１日 13,500 円～（深夜手当込） 

グループホームで生活する利用者さんの、食事

や掃除など身の回りの支援を行います。家事

スキルが活きる仕事です。トイレや入浴などの

簡単な介助があります。 

詳しくは、こちらから 

おおぞら求人ページです 


